
こんにちは。いつも弊社をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

6 月 5 日の世界環境デーは、私たち一人ひとりが地球環境について考える機

会です。昨年開催された 2025 年日本国際博覧会では、「いのち輝く未来社会

のデザイン」をテーマに、再生可能エネルギーや資源循環、次世代モビリティ

など、持続可能な社会を実現するためのさまざまな取組が紹介されました。万

博は閉幕しましたが、環境に配慮した製品を選ぶこと、食品ロスを減らすこと、

省エネルギーを意識することなど、日常の小さな行動こそが万博の理念を受け

継ぐ「レガシー」となります。環境問題は壮大なテーマですが、その第一歩は

身近なところから始まります。世界環境デーを機に、未来の姿を思い描きなが

ら、自分にできることを一つでも実践してみてはいかがでしょうか。 

 

 

■ 第 23回 定時株主総会を開催いたしました 

令和 8年 5月 29 日（金）午後 1 時より、当社にて第 23回定時株主総

会を開催いたしました。すべての決議事項に関しまして、原案通り承認可

決されました。 

世界経済や国際情勢が大きく変化し、先行き不透明な環境が続く中、弊

社は変化を成長の機会と捉え、よりよい品質と価値の提供に努めておりま

す。今後も挑戦を重ねながら、持続的な成長と社会への貢献を目指してま

いります。 

 

 

■ 2024年度の国内の温室効果ガス排出量及び吸収量について 

環境省より、2024 年度の国内の温室効果ガス排出・吸収量について取りまとめが公表されまし

た。2024 年度温室効果ガス排出量は約 10 億 4,600 万トン（二酸化炭素（CO2）換算）で、森

林等の吸収源対策による吸収量は、約 5,230万トン（2023年度は約 5,390 万トン）となりまし

た。このうち、新たな吸収源としての期待が大きいブルーカーボンについては前年度とほぼ同量の

約 32 万トンです。温室効果ガス排出・吸収量は、約９億 9,400 万トンとなり、2023 年度比で

は 1.9％（約 1,880万トン）の減少、2013 年度比では 28.7％（約３億 9,950 万トン）の減少

となりました。2013年度以降の最低値を記録し、初めて 10 億トンの大台を下回り、全体として

の減少傾向を継続しています。 
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